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(1) 当社の概要
会社名 株式会社諸岡 創 業 1958年(昭和33年)3月
所在地 茨城県龍ケ崎市庄兵衛新田町358 資本金 100百万円
事 業 建設・環境・農林業機械の製造販売 従業員 182名
売上高 114.5億円(単体)  142.4億円(連結)             関連会社 Morooka America  , Europe

不整地運搬車 木材破砕機 クローラーフォーク



「おめよ 龍ケ崎のモロオカ゛って会社しってっか
こどしで創業60周年になんだどよ」

「何やってるかいしゃだが」
「しんねのが ろっこく沿いにゴムキャタついた重機ならんでっぺよ」

「あ~  牛久沼んとごが あそこは龍ケ崎じゃあんめよ」
「なにごじゃっぺいってんだ 牛久沼のほとんどは龍ケ崎市なんだど

こんど道の駅もでぎるし あど常磐線の佐貫駅の名前もかわんだ
がんな」

「そうなのが しんながった
ところでよ モロオカ゛はどんな重機つく゛ってんだが」

「運転席がぐるぐる回って、むぎもなぐ速いダンプとが
丸太をぶっかく゛機械もつくってんだどよ~」

「ほーげー んでもよ 何でおめ よく知ってんだ」
「あたりめぇだっぺよ 俺 社長だもん」

今宵はここらでいがっぺよ 茨城 感謝

2018.9.7  茨城新聞広告



(2) 当社の歩み

1958年
(昭和33年)

創業
鑿泉業

1975年
(昭和50年)
建設機械
製造販売

1990年
(平成2年)
農業機械
製造販売

高度経済成長期 拡大成長期 バブルの崩壊後 グローバル化

2000年
(平成12年)
環境・林業機
械製造販売

2005年
(平成17年)
本社移転
工場新設

2012年
(平成24年)
中期計画

策定

2015年
(平成27年)

新中期経営計画
策定

ターニングポイント



事業の転換へ

縮小均衡へ

攻めの経営へ

(3) 当社のターニングポイント

1975年~

1995年~

2012年~



縮小均衡

攻めの経営

工場閉鎖
人員削減

新規市場開拓

ビジョンの策定
人材育成と雇用の安定
経営基盤の再構築

事業の転換
建設業から製造業へ

設備投資(工場・営業所)
製品開発

(3) 当社のターニングポイント

創業者の死去



(4) 攻めの経営に向けての取組み 1st   stage

経営理念
の制定

中期経営計画
の策定

ISOの取得

ビジョンの策定 経営基盤の再構築人材育成と雇用の安定

新卒者の
継続採用

給与体系の見直
しと人事評価制度

社員教育の促進

収益基盤の強化

財務体質の改善

業務管理体制
の整備

外部コンサルへ指導依頼
○○ナビ・ハローワーク

社会保険労務士
外部セミナー

金融機関
外部コンサル会社

外部セミナー



当社の経営理念

お客様に喜ばれる、高品質で独創的な商品を提供します

道なき未知を切り拓く、活力ある企業を目指します

人と自然環境の調和を目指し、豊かな社会づくりに貢献します



形は整ってきたが次世代を担う人材が不足している

支援とサポート

(A) 茨城県プロフェッショナル人材戦略拠点

(B) いばらき生産性向上人材育成スクール

(5) 攻めの経営に向けての取組み 2nd stage

茨城県中小企業振興公社様



社内の
人材不足

(A)茨城県プロフェッショナル人材戦略拠点

米国
ドイツ
に拠点
を作る

製品開発
を促進
したい

人材への投資
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条件提示・履歴書・面談・交渉

登録

マッチング 採用

条件提示・履歴書・面談・交渉

紹介手数料がかかる
多くの民間人材会社へのコンタクトが大変
全国レベルの人材会社とは面識がない

適任者が直ぐに見つからない

これまでの採用方式

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

最
優
先

社長より高い給料を払う
覚悟が必要
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各社に紹介

履歴書・面談設定・条件交渉

登録

マッチング 採用

フォローUP

会社の課題や要望
を十分聞いていた
だきアドバイスして
いただける

単にとり繋ぎでなく
会社の実情に合っ
た提案をしていた
だける

フォローUP

技術部 課長
㈱諸岡 生産技術本部

茨城県プロフェッショナル人材戦略拠点方式

Managing Director
Morooka Europe GmbH

Sales Manager
Morooka America LLC

中小企業の人事部の肩代わりをしていただく

(下町人事部)

求人企業

の

プレゼン



Managing Director
Morooka Europe GmbH

技術部 課長
㈱諸岡 生産技術本部

Sales Manager
Morooka America LLC

大手ゲーム機器メーカーの欧州販売責任者

ドイツ語・英語が堪能で販売代理店の構築に尽力
現地社員の採用・コミュニケーションに優れている
営業・経営管理能力が有り、黒字化を実現

大手自動車メーカーの設計部門の責任者

当社の開発・設計の進め方、手順を確立
資料の整理・技術情報の共有化と役割分担に注力
若手技術者の育成に尽力

大手鉄鋼、建機メーカーの営業担当

語学が堪能であり、情報分析に優れている
日本本社とのコミュニケーションがスムーズ
提案型営業のスキルがある

プロフェッショナル人材に任せる
勇気が必要



(B) いばらき生産性向上人材育成スクール

工場の生産性を

もっと高めたい

社内の
人材不足

ものづくり
経営学

工場実習

専務取締役 生産管理課 主任
生産管理部

購買三課 課長
生産管理部

設計一課
技術本部

教育への投資

(スクールホームページより)

4名の東京大学卒が入社したことになる

25万円/一人は決して高くはない



茨城県プロフェッショナル人材戦略拠点

いばらき生産性向上人材育成スクール

新しい発想 業務改善

教育

学び

スキ
ル
UP

刺激
自信

挑戦

社内の活性化



コミュニケーション
強化

社内報
懇親会

スポーツ支援

女性活躍の機会

管理職への登用
女子会

海外派遣

USA/Europe
展示会参加

開発投資

技術者養成
新技術の開発

(C) その他の取組み











(6) まとめ

社長の仕事は社内に刺激を与えること

茨城県中小企業振興公社様からヒントをいただいた

ご清聴ありがとうございます

社長の仕事は自分自身に刺激を与えること
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